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４ 試験研究の成果概要 

（１）試験研究の目的 

小豆の栽培でも問題になりつつあるダイズシストセンチュウ（SCN）について、抵抗性の小

豆品種育成への利用可能な、抵抗性遺伝資源の探索を行う。また、近年認められた大豆の SCN

抵抗性“極強”品種「スズヒメ」を侵す SCN 個体群（R？個体群）について、地理的分布およ

びレース分類を明らかにし、既存レースとあわせて小豆遺伝資源への寄生性を明らかにする。 

（２）実施計画、手法 

１）SCN に抵抗性を示す小豆遺伝資源の探索（十勝農試）  

 SCN レース 3汚染圃場において未検討の小豆遺伝資源のシスト寄生程度を調査する。 

２）雌成虫着生が少ない遺伝資源の抵抗性評価 （十勝農試、上川農試）  

 １）でシスト寄生程度の低かった遺伝資源について、大豆品種・系統に対する寄生性が

異なる SCN 個体群を接種することにより、抵抗性を評価する。 

３）新たな寄生性を示す SCN 個体群（R?個体群）の実態解明（上川農試）  

 北海道内から採集した SCN 個体群について、「スズヒメ」に対する寄生性調査およびレ

ース検定を行う。  

（３）今年度の実施状況 

１）本年供試した新規遺伝資源 107 点は、感受性小豆品種「エリモショウズ」同様に寄生

程度が高いものがほとんどだったが、寄生程度 10 以下と非常に低いものが 1 点あった 

（図 1)。 

２）人工気象器およびセル成型トレイを用いた卵・幼虫接種による SCN 抵抗性検定法を確

立した（図 2）。前年までの試験で選定した 51点の遺伝資源を対象に、圃場での再試験

および同検定法でレース 3抵抗性の評価を行った結果、それぞれ 41点・35点が抵抗性

と判定された（表 1）。また両検定法による結果は概ね一致し、この検定法の有効性が

示された。 

３）「スズヒメ」に寄生性を示す個体群は、上川・留萌地方では 5 個体群認められ、分布

は一部地域に限られると考えられた。また、それらのうち 4個体群はレース 2およびレ

ース 5、レース 6と判定された（データ省略）。 



 
図 1．圃場試験における新規遺伝資源のシスト寄生程度の分布 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）今後の課題及び対応 
本研究で確立したセル成形トレイを用いた SCN 抵抗性検定法は、アズキの SCN 抵抗性の評価

に利用可能であり、見いだされた抵抗性遺伝資源は SCN 抵抗性小豆品種の育成に利用できる。 

同抵抗性を用いた小豆品種育成に際しては、レース反応など抵抗性の特性と遺伝様式の解明

が必要であり、平成 24 年開始の「小豆におけるダイズシストセンチュウ抵抗性の特性解明と

育種の加速化」の中で取り組む。 

①供試材料および感受性対照1）を播種（72セル成型トレイ）

●播種床：「粒状ふくど」＋市販育苗培土
等量（v/v)混合（pH6.0程度に調整）

図2．アズキにおけるダイズシストセンチュウ抵抗性検定法

●供試材料は1粒／セル 播種する。

注）下線部が本課題で検討した実施条件

②卵・幼虫懸濁液を灌注接種

●接種時期：初生葉展開～第一本葉展開

●接種強度：2,000健全卵・幼虫/セル 以上

③人工気象器等で管理

●管理条件 ：25℃，16時間日長（8時間暗期）

●管理期間 ：30～40日

④根系の全雌成虫数を調査

●根鉢をほぐしながら、肉眼で直接計数

2）Female index (FI) = ×100
供試材料各個体の雌成虫数

感受性対照の平均雌成虫数

⑤各個体のFemale index2）からFI平均値を計算し、判定を行う（下表）

●灌水量 ：5ml／セル／日 を基本とし、乾湿により調節する。

●感受性対照の平均雌成虫数が50以上で検定成立とする。

●各材料を10個体程度供試する。

アズキにおけるダイズシストセンチュウ抵抗性の判定基準
FI平均値 ＜ 10 ・・・ 抵抗性（R)
FI平均値 ≧ 10 ・・・ 感受性（S)

※複数回検定し、判定が一致しなかった場合は感受性（S)とする。

1）「エリモショウズ」、「きたのおとめ」、「しゅまり」のいずれか。

結果

発生圃場2） 卵・幼虫接種3） 　比較4）

Acc1 R R ○

Acc2 R R ○

Acc3 R R ○

Acc4 R R ○

Acc5 R R ○

Acc204 R R ○

Acc206 R R ○

Acc2065 R R ○

Acc2109 R R ○

Acc2195 R R ○

Acc2455 R R ○

Acc2457 R R ○

Acc2583 R R ○

Acc2585 R R ○

Acc2586 R R ○

Acc2587 R R ○

Acc2590 R R ○

Acc2609 R R ○

Acc2614 R R ○

Acc2746 R R ○

Acc2747 R R ○

Acc2757 R R ○

Acc2766 R R ○

Acc2958 R R ○

品保428 R R ○

品保429 R R ○

品保430 R R ○

品保437 R R ○

品保440 R R ○

品保441 R R ○

品保442 R R ○

品保444 R R ○

品保445 R R ○

品保447 R R ○

品保448 R R ○

Acc205 R S ×

Acc2115 R S ×

Acc2127 R S ×

品保432 R S ×

品保439 R S ×

品保443 R S ×

Acc34 S S ○

Acc289 S S ○

Acc1144 S S ○

Acc1303 S S ○

Acc1459 S S ○

Acc2082 S S ○

Acc2353 S S ○

Acc2761 S S ○

Acc2957 S S ○

Acc2959 S S ○

1）R: 抵抗性、S: 感受性

4）両検定による判定が、○：両者が一致、×：不一致

表1．アズキ遺伝資源におけるダイズシストセンチュ
ウ抵抗性検定法の比較

2）シスト寄生程度による判定。

3）発生圃場より採集した個体群を用い、FI平均値に
よる判定。

抵抗性検定の判定1）

遺伝資源


